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社会で起こるさまざまな経済問題の

解決 |よ待つたなしの課題です
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数多くの優れた人材の輩出と

現実社会への強い関与が特徴。

神 戸大学経済学部の特復は、まずその歴史と伝統です。昧 で2部 の

高簡である神戸葛高を前身に これまで数多くのほれた人材を世に送り出し

てきました。もう1つの特徴は現実社会への強い関与です。経済学は日々 の

暮らしに関わる学問ですが 近年のグローパル化や少子高様化によって社

会は大きく変化しました。その結果、経済問題はどこでも国民的な社会問題

となっています。いま経済学部は経済経営研究所と一緒に「グローフウレ化と

,子 イしの下での持続可百盤 済の研究教育拠点J(CO[)を テーマにこの間

罰 こ精力的に取り組んでいます。

我々が重視していることは3つ。ますは徹底した少人数教育で、10人程度か

らなるゼミナールは経済学部の伝統です。第2に、60人近い第一線の研究

者が理論、歴登分析から政策 環境 枝行、比較経済議まで0つの大講座

に展開してしせす。貫■共にこれほ統 実した経済学部は他になしてしょう。

第3は 学習インセンティブの重視です。例えば 意欲と能力のある学生のた

めのアドヴァンスト手一ス、ほ秀卒業論文賞、対抗ゼミナールなど、学生の自

毒的な努力を発励する取り組みが定着しています。これを通して 4年間に経

済学部生が見達えるほど成長するのを見るのは実に指しいことです。

学 鵠 君に言いたに とは 間達っていてもいいので妨 昧 見を主

張することです。我々は常に成長過程にあり 不完全なのは当然です。

OUTPUTと いう言葉があります。自分の意見を外に(OUT)出 す(PUT)こ

とをしなければ他人との■の交流や知的な社会生活は成り立ちません。さ

らに付け加えるなら気禍。私が学生のとき、鉄観会社に就職する友人が、

社長が考えるようなことを■剣に語っていました。神大生にもっと天下国家

を読じる気概を求めたいものです。

旧社会主義国の市場経済移行から日本経済のあり方を間う。

目的地である市場経済システムとは

旧ソ連 東欧という日社会主義国における市場経済移行

の理論的問題の考察とその実態を分析しています。なぜ

社会主義経済は捨て去られたのか。そして市場経済移行

によって何が起きたのか。市場経済移行開始からおよそ

15年が経ちました。多くの中 東欧の国々はEU加 盟も果

たし 市場経済システムの形成という当初の目的は達成し

つつあります。今後は競争力を引き上げて 欧米諸国や日

本とどのように窮争するのかが問題です。ロシアなど旧ソ

連の国々では な然としてどうすれば市場経済移行という

課題を達成できるのかを現地の人々と考えていかなければ

な|りません。そして 社会主義経済や市場経済移行の問題

点 移行の目的地である市場経済システムはどのようなも

のかを分析することは 実は反面教師として私たち日本の

経済のあり方にもインパクトを与える間類でもあるのです。

経済的息考に基づいた能力の育成

学生にはあまりなしみのない国を扱っていますので 講義の

告回でそれぞれの国や都市の風景 歴史などに関係する写

真やビデオを紹介し少しても実感を持ってもうえるよう努め

ています。また 理論的な話だけではなく現実の出来事を通

話として付け加えることで講義に立体感をおたせています。

セミ生の兄貴と言うには年をとり過ぎてしまいましたが できる

かどり同じ目線に立って話すようにも努めてきました。幅広い

問題を的確に できれば経済学的思考に基づいて論IE的に

処理できるような能力を持つ大材が育って欲しいと考えてい

ます。経済学は 社会で超こっているさまtr■な現象を扱って

いますので 私たちの住む日本あるい|よ世界の歴史や地理

今どのようなことが起こっているの力ヽこ関心を持って下さい。

多くの本を読み 新FF3やテレビのニュース インターネットなど

を通して世の中の動きをフォローしてもらえれ|どと思います。
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